1.ノートの取り方、まとめ方

1.1　ノートを取る

　ここでは、ノートを取る、ということを講義中に黒板等からの情報をノートに書く、という意味で用いる。

1.1.1　板書中心の授業でのノートの取り方

　板書中心の授業では、可能な限り板書を写すのが手っ取り早い。自分なりのノートの取り方があり、それが成功している場合は問題ないが、ノートの取り方を知らない人間ならば、写すのが良い。

　以下に自分なりのノートの取り方がない人向けの基本事項を書く。

・板書を全て写すこと。

・先生が章立てしていないときは、適当でもいいので大きく章立てしておくこと。

・ノートを取るときはなるべく間隔を空け、ノートを大きく使うこと。

・先生（教授）が言った言葉やその時に思ったことを所々隅に書く。

・計算を行う必要がある授業では、計算用ノート（もしくは紙：できればノート）を用意する。

・余裕があれば、先生がどこか間違えてないかを注意深く探してみる。（教科書と見比べたりしながらやろう）

・注意深く探しても、まだまだ余裕がある場合は、先生の説明の後に教科書の説明を書いてみるといい。

比較できて面白い……と感じるのは少数派かな？

　大体こんな感じ。最後のまでできたらかなり良い感じ。きちんと見直すだけで70点後半は取れるぞ。

1.1.2　板書をあんまりせずにお経を唱える授業の場合（笑

　一番しんどいパターンですね（笑）こういう場合、お経を全部写しちゃいけません（笑）

　先ほどと同じようにノートの取り方が分からない、という人に基本事項を。

・まず、章立てする。教科書と一緒でいい。

（例：第1章　微分と積分　1.1 微分係数と微分可能性、みたいな感じで）

・とりあえず板書された文章や単語は写す。

・板書されたものが単語なら、その単語の説明を教科書から抜き出す。

　→ 教科書になければ、くそったれ！って言いながら「後で調査」とでも書いてね♪（笑）

googleさん使えばたぶんすぐ出てくるさｗ

・お経を聞きながら、大体教科書のどこをやっているかを確かめる。

・教科書のあらすじに従いながらお経が言ってる部分と同じとこを書いていく。

・ノートを大きく使う、以下先ほどと一緒。計算用ノート用意したり、先生のミス探ししたりしてください。

　教科書ねーよ、プリントだよ！って方は、プリントに従ってまとめてくださいね。

　教科書もない、プリントも毎回全然違うことやってる！章立てって無理だよ！って方へ。

　→ 授業ごとに章立てしてください。

（例：第一章　家庭と介護　10月23日、第二章　保険　10月30日、という風に。章の名前はプリントの題名とかから適当に写したりしてください）

1.1.3　スライドによる授業（大学なんかであります）

　スライドを使った授業。これが実は一番厄介。何故かって言うと、理解した気にさせられるのに、その実そのままノート写しただけじゃきちんとテストには対応できない(^^;

　さて、そんな厄介な授業もきちんとノートを取れば大丈夫！

・章立てをする！（スライドの場合、一枚目とかにタイトル入っていること多いし、章立てはできる）

・基本は全部一緒。スライドの内容を写す。先生の言葉や思ったことを隅に書く。ノートは大きく使う。計算用ノートを用意する。余裕があれば…も一緒。

・スライドの授業の場合、絵による概念の理解などは比較的しやすい。しかし、実際にテストでは文章で設問があり、文章で回答したりする。

　→ そこで、絵による概念の理解を、文章化する必要がある。

＜例＞

第1章　色と光

～二枚目のスライド～

[image: image1.png]100

600

700




（図：光の波長と色のスペクトル）

→ ここで、光の波長のグラフとスペクトル（紫から赤まで少しずつ色が変化していく図）があるとする。

→ この図を理解したら、次に文章化する必要がある。

例えば……

　紫外線：～380nm

　紫～青：400～480nmくらい

　青～黄：480～600nmくらい

　黄～赤：600～700nmくらい

　赤外線：770nm～

　……可視光線（人間の目に見える範囲）は380nmから770nmくらいの波長の光。

のように、グラフや図を文章などに直す必要がある。

　ノートの取り方は、基本が一緒。
しかし、スライドであれば、文章化、という一手間をかける必要がある。ここが重要。

　
文章化できねー！ って人は、またもやgoogleさんにでも頼んでくださいｗ

　最近は結構専門的なことまでまとめてくれているWebサイトがあります。

　存分に頼ってください。（後でその情報を確かめてね）

1.1.4　ノートの取り方のまとめ

　ノートの取り方の基本は一緒です。

・板書やスライドは全部ノートに取る。

・章立てする。

・ノートは大きく使う。

・先生が言った言葉やその時に思ったことを所々隅に書く。

・計算用ノートを用意する。

・余裕があれば、先生がどこか間違えてないかを注意深く探してみる。

・まだ余裕がある場合は、先生の説明の後に教科書の説明を書いてみる。

　お経の場合（笑）のみ

・板書された単語や文章を教科書やプリントなどで補完する。

　→ 教科書やプリントになければ後で調べる。（スライドや板書中心でも時々行うけれど、お経の場合はこれが多いから特別扱い）

・お経を聞きながら、大体教科書のどこをやっているかを確かめる。

・教科書のあらすじに従いながらお経が言っている部分と同じとこを書いていく。

　スライドの場合

・図や絵が多いため、文章化する必要がある。教科書やプリントなどを使って文章化してください。

　→ なければ、後で調べる。（まぁ結局お経の場合のやつとほとんど一緒だけどね……）

＜各種注意事項のまとめ＞

1.ノートを取るとき、一字一句写そうとしないこと

　→ いくらなんでも無茶です。必要ない部分を省略したり、自分の文章で書けばいいのです。

2.情報を詰め込みすぎないこと。

　→ 1.と同じ。無茶すれば最後まで続きません。見た目にこだわりすぎるな、と以前にも書きましたが、こだわるとキリがありません。

3.適度に息抜きすること。

　→ 疲れたら効率は落ちます。時折リフレッシュしましょう。
＜追記＞

・コーネル式大学ノート作成法、というのがあります。

　必ずしもこういう構成でなくていいと思いますが、授業後の簡単な復習スペースと、そのページの簡単な要約スペースを作るアイデアは秀逸だと思います。

　私は面倒だから授業後の復習スペースは使いませんけど（笑）要約は大抵するので、ずっと私は要約スペースだけある簡易式みたいな形式でノート取っていました。
1.2　ノートのまとめ方

　ここでは、1.1　ノートの取り方、で取ったノートを前提として書いています。

1.2.1　計算メインの授業の場合

　数学、算数のようなほとんど計算ばっかり、っていう授業はちょっとノートのまとめ方が特殊になります。

・別のノートにまとめる。

・章立てをしなおす。

・必要最低限の情報のみを書く。

　→ 例えば、章が

///

1.1　微分

1.1.1　微分係数

1.1.2　微分可能性

1.1.3　合成関数の微分

……
と分かれていても、内容をまとめてしまって、

1.1.1　微分係数と微分可能性

という感じにする。

一気にまとめて、

1.1　微分

だけでもいい。

///

計算ばっかりのノートのまとめはこれくらい。

できるだけ情報を厳選して、必要最低限にまとめる。

明らかに簡単に導けて、覚えているような公式を導出しても意味がない。

そんな公式は後で全部まとめて3.公式とでもして公式を羅列してしまえ。

計算重視の場合は、こうやってノートをまとめた後、計算訓練を行う必要がある。

この際に、公式や定義式なんかを使うことはよくあると思うが、きちんと元の式を書いてから計算を始めるといい。

そうするとそのうち公式や定義式がしっかり身についてくるようになる。

・いきなり数値を代入して計算する前に、定義式や公式をきちんと書こう

・難しい問題は余裕があればするもので、大切なことは基礎問題をきちんと解くこと

・分からない問題はきちんと問題文と解説を写し、理解してから先へ進もう

・本当に理解できない問題は、教えるのが上手な友達に聞くか、先生に聞こう

1.2.2　文章題に単語や文章を埋める、知識重視の授業の場合

　これはもう完璧にノートを仕上げるしかない！ただし、見た目にこだわりすぎると時間かかりすぎるから注意ね（笑

・別のノートにまとめる。

・章立てをしなおす。（場合によってはより細かく章立てしなおすのもあり）

・教科書やプリントなどで補完しながらまとめる。

　→ 場合によってはネットなどで調べてまとめる。

・理解しにくかったり、納得できないような場合は、図や表に直すといい。

　→ こういう場合もネットを活用できる。沢山図はある。

・図を描いて、表も書いて、文章も書く。こんだけしたら流石に分かるわい！ってくらいに書くと自然と覚える。

・参考書を作る気分でまとめる。

　→ これがあれば他人に説明できる！というものを作ろう。

・見た目にこだわりすぎない。

　→ 慣れた人なら、パソコンで作った方が早いこともある。短時間で多少見栄えが良いものが作れたりするし。

　……ただし、慣れない人は手書きで。手書きの方がやっぱり覚えるものだ。

・書きながら、言葉に出す。

　→ 恥ずかしいなら一人で勉強しましょう。

1.2.3　小論文や長文で回答するような場合

　社会や国語でこういう設問を与える先生がいる。

　事前に情報を教えてくれる仏様もいるが、言ってなかったのに突然やる鬼もいる。

事前に情報を与えてくれた場合は、以下の作業を行おう。

・何について書くか分かっている場合は、事前に書いてみる。

　→ 字数制限があればそれに合わせて書く。

　→ 字数制限がなければ、100字、200字、400字、800字を書くといい。先に800字を書いて、うまく削ると良い文章ができる。

・何について書くか分かっていないけど、出題範囲は分かっている場合

　→ 重要なキーワードを章ごとに並べる

　→ 社会ならば、必要なキーワードを適所に並べるだけでいい場合も多い

　→ 国語ならば、そのキーワードについてより深く書いていくことも必要になるかも

・全然分からない、という場合

　→ とりあえず、ノートのまとめ方、を参考にノートをまとめる

　→ ノートをまとめることで自然と土台はできる

　なんにせよ、ノートはまとめてください。文章を覚えるより、キーワードがどういう風に繋がっているかを理解しておくと、柔軟に対処できるようになります。

＜小論文を書くときのコツと基本＞

・である、だ、という書き方で書いてください。ですます調とかは駄目。

・序論、本論、結論、を意識して書く。

・序論と結論は対応付ける。序論での話題提供と結論が食い違っていたら変でしょ。

・全体のうち、序論で二割、本論で六割、結論で二割程度を書く。バランスはとても大切です。

・自分の意見と事実は区別する。「～～であると考えられる」と、「～～だ」は全く別物。

・序論で疑問を投げかけたら、きちんと結論に解答を示す。本論で書いているのを繰り返してもいい。

　一例としてこの後私の書いた小論文を示す。

・感情を入れない。例えば、「凄いと思う」「～～は汚いものである」などなど。

・論理的に書いてください。「問い」に対して、「自分の考え」と「事実」によって「論証」を行うこと。

・小論文の重要な部分は、「自分の考え」の部分です。結論部分は、自分の考えをまとめる部分です。
1.2.4　ノートのまとめ方のまとめ
＜計算重視＞

・別のノートにまとめる

・章立てをしなおす

・必要最低限の情報のみを書く

・ノートをまとめた後、計算訓練をする

＜知識重視＞

・別のノートにまとめる

・章立てをしなおす

・教科書やプリントなどで補完しながらまとめる

・理解しにくかったり、納得できないような場合は図や表に直す

・図を描いて、表も書いて、文章も書く

・参考書を作る気分でまとめる

・見た目にこだわりすぎない

・書きながら、言葉に出す

＜小論文や長文回答＞

・何について書くか分かっている場合は、事前に書いてみる

　→ 字数制限があればそれに合わせて書く。

　→ 字数制限がなければ、100字、200字、400字、800字を書く。先に800字を書いて、うまく削ると良い文章ができる。

・何について書くか分かっていないけど、出題範囲は分かっている場合

　→ 重要なキーワードを章ごとに並べる

　→ 社会ならば、必要なキーワードを適所に並べるだけでいい場合も多い

　→ 国語ならば、そのキーワードについてより深く書いていくことも必要になるかも

・全然分からない、という場合

　→ とりあえず、ノートのまとめ方、を参考にノートをまとめる

　→ ノートをまとめることで自然と土台はできる
